
○菜園
なかなか都市の住宅ではチャレ
ンジできない本格的な家庭菜園
を楽しめます。

○外部水栓
庭や菜園で汚れたものは
ここで洗えます。

○納屋
天川村の四季の特色から、納屋空間を設け
ました。夏場は心地よい半屋外空間として、
冬場は風除室やサンルームとして利用し、
雪や雨の日でも洗濯物を干せたり、庭やレ
ジャーで楽しんだ後の汚れ物を置いて置け
たり村でのアクティビティをより一層楽し
む事ができます。

○庭に開けたつくり
天川村の伝統的な住まいと同様に谷間側に開
かれたプランとしており、庭との一体利用が
しやすくなります。都市の住宅地ではなかな
かできない BBQ や、縁側としての利用を楽し
む事ができます。窓下の大きな石は、実は敷
地の中から発掘されたもの！

○敷地境界
南日浦地区集落の一員として暮
らして頂くため、周辺地域と同
様に塀やフェンスを過剰に設置
せず、地域に馴染みつつも程よ
く開けた敷地としています。入
居者の方々に地域の方々と心地
よい関係を築いて頂ければと思
います。

○LDK空間
一見同じに見える住宅ですが、
室内の梁は３つの住戸で全て異
なり、それぞれ異なる LDK空間
となっています。住居空間に多
様性があることで同じ場所で暮
らす３家族が心地よい関係性を
築く事ができます。

○水路
村内でも多く見られる生活用水の利用を
参考にし、敷地内に水路をとりこみまし
た。敷地裏の山の方から水が流れてきお
り天候による雨量の変化を身近に感じる
ことができます。水辺で水遊びを楽しん
だり、水溜まりは菜園用の水汲みに活用
できます。

○植生
村でよく見けられる石垣には四季折々の植
物が植生しており自然な風景を作り出して
います。敷地内にもススキ・ヒガンバナ等
のやわらかな印象の種類を植え、四季の移
り変わりを身近に感じる事ができます。
また、敷地内の芝生の以外にも、周辺から
は様々な種類の草花が飛んで来て、天川村
らしい植生が展開されます。

○住戸堺
明確な境目はなく、高さの違いや植栽
帯によりプライバシーを守りつつもお
隣の住戸や周辺と緩やかに繋がりま
す。お互いのコミュニケーションによ
り公園の様に広々とした敷地一体を楽
しんでいただけます。

　この住宅はU・I・J ターンの子育て世代のご家族を対象としており、村外から初めて
天川村にいらっしゃる入居者の方に、村での暮らしを満喫して頂ける様に、古くからあ
る村ならではの住まいの在り方を参考にして様々な工夫を取り込んだ設計としています。

天川村南日裏定住促進住宅
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冬場は熱を取り込みやすく夏は熱を逃がし易いつくりとしています。

気温上昇のシュミレーションによると、冬期午後～夜にかけて、急激に低
下する外気温に対し、納屋内部では上昇した温度が緩やかに下降します。
空調機器を使用することなく比較的暖かい時間帯が長く続くことで、冬期
における洗濯物干しや作業場としての有効利用が大いに見込めます。

また、夏場は陸梁上部に遮熱シートを設置することで、直射日光を反射す
るとともに、上方に滞留した熱気を高所窓により外部に抜く事で、外気温
同様の温度環境に抑えることができます。中間期は居住者の利用方法に
合わせてその効果をコントロールし、一年中利用できる使い勝手の良い
場所となります。

納屋について

納屋の様子 LDKの様子
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冬期、納屋における温度上昇のシュミレーション(右)と、その変化(左)(1月21日想定)
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